
 

 

カメラ Canon EOS Kiss X9
レンズ Canon EF-S 18-55mm F4-5.6 IS STM
撮影モード 全自動（シーンインテリジェントオート）
焦点距離 24mm

視程による大気環境調査の可能性 
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1 はじめに 
 

現在，長野県の大気環境は，すべての測定局で光
化学オキシダントを除くすべての項目で環境基準を
達成しており，概ね良好な状況を維持している．し
かし，大気汚染物質の測定値から大気の清浄さを実
感することは難しく，人間の感覚で直接大気の状態
を知ることができれば，身近に感じられ，大気環境
に対する意識向上につながると考えられる．  
宮川ら 1）は，感覚指標の一つとして，視程に注目

し，大気汚染物質のモニタリングデータとの関連性
を検討した．また，東京都 2）やさいたま市 3）では富
士山の観察から，名古屋市 4）では 2 km 以上離れた
建物と山の見え方から大気汚染の状況を把握し，市
民に大気環境への興味を持ってもらう取り組みを行
っている． 
そこで，本報告では，大気環境保全の普及啓発を

推進するための基礎資料とすることを目的として，
宮川らによる手法を取り入れ，人間の五感のうち視
覚を用いた評価と大気常時監視データを合わせて解
析することで，感覚により大気の状況を把握する方
法について検討した．  

 
2 調査方法 

 
視覚による感覚指標としては「視程」を用いた．

視程とは，「地表付近の大気の混濁の程度を見通しの
距離で表したもの」で，目視による場合は，空を背
景とした目標物を肉眼で識別できる距離として求め
る 5）.目視による観測は，特別な測定機器を必要と
しないが，今回は，後日，日間比較ができるよう，
デジタルカメラを用いて撮影した写真から視程を求
めた．使用した機材と撮影時の設定を表 1 に示す． 

 

具体的には，環境保全研究所安茂里庁舎（以下，
安茂里庁舎）周辺の鉄塔などの目標物との距離をあ
らかじめ地図等から求めておき，安茂里庁舎屋上か
らカメラによる 360 度の定期撮影を 15 時に行い，
視認できる目標物の最大の距離を視程とした．しか
し，安茂里庁舎から周りをみると，北東方向と南西
方向は比較的開けているが，それ以外の方角には山
や高い建物があり，適当な目標物の設定が困難な状
況であり，また，太陽の方角に向かって撮影すると，
逆光となって目標物の視認に支障があったので，目
標物は，撮影時刻の太陽の方位とは反対にあるもの
をなるべく選定した．また，目標物の数は誰でも取
り組みやすくなるようなるべく少なくした．そのた
め，気象台が目視により観測している視程とは異な
る．対象とした目標物の位置を図 1 に，実際に撮影
した写真画像を図 2 に示す．視程は，写真画像をパ
ソコンのディスプレイ上に表示し，適宜拡大して目
標物の輪郭が視認できるかどうかで判断した．  
調査期間は 2019 年 4 月から 2020 年 3 月の 1 年間

とし，視程が観測できたのは 210 日である．大気汚
染物質として，同期間の長野県内の大気常時監視デ
ータから長野市内 5 局（環境保全研究所局，篠ノ井
局，真島局，小島田局，鍋屋田局）及び中野局の浮
遊粒子状物質（以下，SPM）のデータを用いた．ま
た，天気は長野地方気象台のデータをダウンロード
して利用した 7）. 

 
3 結果 

 
撮影した写真から求めた視程と，大気常時監視デ

ータとの比較検討を行った．視程と最も関連が高い
と思われる SPM の常時監視データとの季節ごとの
経日変化を図 3 に示す．黒丸が撮影画像から求めた
視程，白丸実線が大気常時監視測定局の長野市内５
局と中野局の計 6 局の 14 時～16 時の SPM 濃度の
平均値である．夏季は SPM 濃度が 20µg/m3 を超え
る日が多く現れ SPM 濃度の差が大きく，視程の良
い日が少ない．年間を通じて，SPM が比較的高濃度 

 1 長野県環境保全研究所 大気環境部 〒380-0944 長野市安茂里米村 1978 

表 1 使用機材と撮影時の設定 
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図１ 視程の目標物および大気常時監視測定局の位置  
    （地理院地図（電子国土 Web）6）を加工して作成） 

 

図 2 撮影した写真画像（一部を拡大し目標物の鉄塔の位置を矢印で示した）  
（左：視認できた例，右：視認できなかった例）  
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図 3 15 時の視程と SPM 濃度（14～16 時 6 局平均）の経日変化 
  （(a)春季（2019.4～5，2020.3），(b)夏季（2019.6～8）， 

  (c)秋季（2019.9～11），(d)冬季（2019.12～2020.2）） 
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の場合は視程が悪く，低濃度の場合は視程が良い傾
向があることがわかるが，一方で，SPM 濃度が低濃
度であるにもかかわらず，視程が悪い日もある．  
そこで，視程と SPM 濃度の関係を天気で分類し

て季節ごとに散布図として図 4 に示す．図中，黒丸
は天気が雨・みぞれ・雪のいずれか，白丸は晴れ又
は曇りである．先ほどの，SPM 濃度が比較的高濃度
の場合は視程が悪くなり，低濃度の場合は視程が良
くなる傾向が，特に SPM 濃度の差の大きい夏季で
顕著であるとともに，SPM が低濃度であるにもかか
わらず視程が悪いときは，天気が雨等であり，視程
を悪化させている原因となっていたと考えられる．
これらは，1983 年から 1984 年にかけて長野市で観
測した栗田の報告 8）と一致した．また，視程の良い
日は SPM 濃度が必ず低く，今回最も視程の良い
37km 以上の場合だと，SPM 濃度が 15 µg/m3 未満
であることがほとんどであった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ おわりに 

 
SPM の大気中濃度が高くなると視程が悪くなり，

濃度が低くなると視程が良くなる傾向が見られ，特
に視程の良いときは SPM の濃度が低いことが条件
であることが分かった．  
また，誰でも行うことができるデジタルカメラに

よる撮影から視程を求めることで，数値では分かり
にくい大気の状態を実感し，大気汚染に関心をもつ
きっかけになることが考えられた． 
しかし，視程を求めるためには事前に目標物を定

めて距離を求めておく必要があり，長野市のように
高い建物が多く，周りが山で囲まれているようなと
ころでは，平地で適当な目標物を定めることは容易
ではなかった．実際に視程観測を自宅周辺で取り組
むことで大気環境に関心を持ち，大気保全の普及啓
発につなげていくためには，より簡便な方法で行え
るような工夫が必要と考えられた． 
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図 4 15 時の視程と SPM 濃度（14～16 時 6 局平均）の経日変化 
  （(a)春季（2019.4～5，2020.3），(b)夏季（2019.6～8）， 

  (c)秋季（2019.9～11），(d)冬季（2019.12～2020.2）） 
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また，視程に影響を与える気象要素として，川端
ら 9）は東京都心における相対湿度と視程の関係から，
相対湿度が小さいほど低視程の割合が少ないことを
指摘している．今回は SPM に特化して視程との関
係を評価したが，相対湿度もあわせて関係性を明ら
かにすることで，さらに大気の汚れや気象状況への
関心を高めていけるものと思われる． 
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